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１
学
期
の
始
業
式
に
、

「
習
慣
と
い
う
の

は
長
い
間
繰
り
返

し
行
わ
れ
て
い
て
、

そ
う
す
る
こ
と
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
」
と
い
う
話
を

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
「
人

間
は
心
の
中
で
思
っ
た
こ

と
を
行
動
に
移

す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
行
動
を
変
え
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
習
慣
を

つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ
と
を
続

け
て
や
っ
て
い
く
う
ち
に
、
大
き
な
成
果
が
上
が
り
ま
す
。

一
気
に
は
変
わ
ら
な
い
け
れ
ど
、
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
れ

ば
、
変
化
し
て
い
く
も
の
で
す
。
こ
れ
を
『
凡
事
一
流
』

と
言
い
ま
す
」
と
い
こ
と
も
話
し
ま
し
た
。 

さ
て
、
１
学
期
に
ど
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
？ 

一
学
期
を
振
り
返
り
、
二
学
期
の
準
備
が
で
き
る
夏

休
み
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

夏
休
み
中
も
生
活
の
リ
ズ
ム
を
崩
さ
ず
、
健
全
な
生
活
を

送
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
早
寝
、
早
起
き
、
朝 

   

 

   

ご
は
ん
」
の
生
活
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
早
起
き
と
い
う
の
は
、
一
体
何
時
ご
ろ
に
起

き
れ
ば
よ
い
の
か
。
人
間
は
日
が
出
る
午
前
５
時
～
７
時
ま

で
の
間
に
、
外
に
出
て
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と

に
よ
り
体
の
中
に
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
物
質
が

で
き
る
そ
う
で
す
。
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
す
ぐ

に

キ
レ
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぐ
物
質
で
す
。 

い
わ
ば
、
人
間
と
動
物
を
分
け
る
理
性
を
つ
く
り
だ
す
物
質

と
い
え
ま
す
。
こ
れ
が
、
人
間
の
心
の
安
定
を
保
つ
物
質
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
夏
休
み
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
ル
ー
ズ
な

生
活
を
し
て
い
る
と
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
す
ぐ
に
キ
レ
た

り
し
て
、
心
の
安
定
が
な
い
夏
休
み
を
送
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
生
活
リ
ズ
ム
を
崩
し
て
い
る
人
は
、
朝
、

太
陽
の
光
を
浴
び
る
。
そ
し
て
、
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご

は
ん
」
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
。 

   

地
球
温
暖
化
の
影
響
な
の
か
、
蒸
し
暑
さ
は
年
々
増
し
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
さ
て
、
熱
中
症
に
つ
い
て
は
、

み
な
さ
ん
も
部
活
動
を
始
め
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
う
際

に
十
分
な
注
意
を
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

    

し
か
し
、
最
近
、
暑
い
日
の
午
前
中
に
脳
梗
塞(

の
う
こ

う
そ
く)

を
起
し
、
病
院
に
運
ば
れ
る
人
が
増
え
て
い
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
脳
梗
塞
は
、
脳
の
血
管
が
詰
ま

り
、
意
識
障
害
を
起
し
、
発
作
が
重
け
れ
ば
死
に
至
る
病
気

で
す
。（
同
じ
理
由
で
、
心
筋
梗
塞
の
発
作
の
危
険
も
あ
り

ま
す
。）
夏
場
、
睡
眠
中
に
汗
を
か
き
、
体
内
か
ら
水
分
が

奪
わ
れ
る
た
め
血
液
が
ド
ロ
ド
ロ
の
状
態
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
そ
こ
で
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 
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【ポイント】 

生徒だけでなく、皆さんもよかったらどうぞ。 

○ 寝る前にコップ一杯の水を飲む。 

○ 朝、家を出るまでにコップ一杯の水を飲む。 

○ 活動前にコップ一杯の水を飲む。 

○ 活動中にコップ一杯の水を飲む。 

○ こまめに飲む。(一気にがぶ飲みをしても、体内

の血液を薄める効果はありません。 

熱中症も脳梗塞も炎天下だけで起こるものではあり

ません。室内でも危険は同じです。 

これを防ぐためにも 

「早寝、早起き、朝ごはん」を 

心がけましょう！ 

発
行
者 

中
西
利
彦 

熱中症

に注意 

職場体験事業所 
募集！ 
 

２年生では、２月に職場
体験を予定しておりま
す。２月８日・９日の二
日間に、ご協力していた
だける事業所を探して
おります。ご協力をいた
だける事業所の方がい
らっしゃいましたら、住
吉第一中学校までお電
話をいただくか、ファッ
クスをいただければ、係
りの職員がご説明させ
ていただきます。ご協力
をお願いいたします。 
℡06-6678－0101 

夏の３かけ 

侮るな！ 

以前、新聞に面白
い記事があったの
で紹介します。就活
をしている大学生
向けの記事ですが、
皆さんにも参考に
なるかと思います。
「３かけ」は就職活
動に必要な要素と
いわれています。若
いうちはとにかく
「汗をかいて」何事
にも一生懸命取り
組まなくてはなら
ない。まずは動き出
すこと。次に今の若
い人は失敗を恐れ
て何事にも挑戦し
ない傾向がある。若
いうちの失敗は明
日への糧。今のうち
にどんどん「恥をか
き」ましょう。（良
いと思っているこ
とに積極的に行動
しよう）さらには、
とにかく、「文を書
け。」文字を書け。
メールやラインな
どではなく、手書き
で文を書く。学習の
時に自作のノート
を作り、まとめたり
練習問題を解いた
り、とにかく文字を
書く。また、自己を
見直すきっかけに、
日記を書き始める。 

汗かけ！ 

恥かけ！ 

文を書け！ 



３
年
生
に
６
月
ご
ろ
、
将
来
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
作
文
を

書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
基
に
、
校
長
面
談
を
行
い

ま
し
た
。
明
確
な
夢
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
料
理
人

に
な
り
た
い
。
栄
養
士
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
関
係
の
仕
事
が
し
た
い
。
音
楽
関
係
の
仕
事
。
本
が
好
き

な
の
で
、
出
版
社
に
勤
め
た
い
。
英
語
や
旅
行
が
好
き
な
の

で
、
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
、
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
な
ど
に
な

り
た
い
。
芸
術
家
に
な
り
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
美
容

師
に
な
り
た
い
と
い
う
人
、
医
療
関
係
（
医
師
、
薬
剤
師
、

看
護
師
な
ど
）
に
進
み
た
い
人
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
面

談
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、
「
二
十
年
後
な
ん
て
考
え
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。
と
い
う
も
の
で
し
た
。
ど
こ
ま
で
考
え
て

い
た
の
か
と
聞
く
と
、
高
校
へ
は
行
き
た
い
の
で
、
高
校
を

卒
業
す
る
頃
か
な
と
か
、
大
学
ま
で
は
進
み
た
い
と
思
う
と

か
、
そ
う
い
う
返
事
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
こ
と

が
決
ま
っ
て
い
な
い
人
が
大
半
で
す
。
今
は
、
そ
れ
で
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
親
孝
行
を
し
た
い
か
ら
頑
張
る
、
安
定
し

た
生
活
を
送
り
た
い
か
ら
頑
張
る
、
結
婚
し
て
二
人
ぐ
ら
い

子
ど
も
も
い
て
る
か
ら
安
定
し
た
仕
事
に
就
き
た
い
、
と
い

っ
た
希
望
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
中
に
は
、
自
分
の
価
値
に
気
づ
か
な
い
人
が

い
た
の
も
確
か
で
す
。
今
ま
で
が
辛
か
っ
た
か
ら
、
明
る
い

未
来
が
見
え
な
い
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
。
今
と
将
来
の
希

望
が
違
っ
て
い
て
も
い
い
で
す
。
明
る
い
話
で
も
暗
い
話
で

も
い
い
で
す
。
共
通
し
て
、
話
を
し
て
き
た
こ
と
は
「
自
分

の
い
い
と
こ
ろ
」
を
見
つ
け
る
こ
と
。
自
分
に
合
っ
た
仕
事

を
見
つ
け
る
大
切
な
要
素
で
す
。
遠
い
未
来
、
近
い
未
来
、

両
方
を
に
ら
み
な
が
ら
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

応
援
し
て
い
ま
す
。 

                             

 

                            

｢今、生きているということ｣１年 林大河 

僕の父は、僕が一歳になる前に病気で亡くなりました。病名は癌です。 

僕が生まれた時には、すでに闘病中でした。癌に気付いた時にはもう手遅れで、手術もできない状

態でした。でも、父は奇跡を信じて頑張っていました。余命二ヶ月と言われたのに、脊髄に癌が転移

して歩けなくなってしまったのに、それから八ヶ月も生きてくれたそうです。 

母はよく父の写真を見せてくれます。父は怒るとすごく恐かったけど、兄にはすごく甘かったとか、

料理が上手だったとか、いろんな話をしてくれます。だから、父はこういう人だったんだな、こんな

ことがあったんだな、と知っていますが、正直、父のことは何も覚えていません。でも、病室で父に

抱っこされている。まだ赤ちゃんだった写真の僕は、すごくうれしそうに笑っています。父も病気だ

とは思えないくらい嬉しそうに笑っています。それを見るといつも心が温かくなります。 

僕には父の記憶がないので、父がいなくなった時の記憶もありません。だから、寂しくないと言う

と、嘘になります。友達から、お父さんと遊んだ話や、お父さんとどこかにいった話を聞くと、やっ

ぱり、うらやましいし、何で死んじゃったんだろう、とかなしくなります。でも、一番寂しくて悲し

いのは、大きくなった兄や僕に会えない、一生懸命僕たちを育ててくれている母を助けてあげられな

い父なんだろうと思います。小さい僕たちを残して、先に逝かなくてはならなかった父は、どれほど

辛かったことでしょう。 

みんな、朝起きた時に、｢ああ、今日も生きている、心臓が動いている、普通に息ができている｣

などと、いちいち思って暮らしていないと思います。僕だってそうです。でも、もう長くは生きられ

ないことを知っていた僕の父は、毎日、そうやって生きていました。まだ、心臓が動いてくれてる、

僕たちの家族の顔が見られる僕たちの声が聞ける、と。 

人は必ず死にます。人の生き死には選べません。どんなに望んでも、どんなに強く願っても、生き

ることを約束はしてはもらえません。でも、こうして普通に生きている人の中には、自ら死を選んで

しまう人がいます。どんなに望んでも生き続けることのできなかった父のような人もいるのに、まだ

死ななくてもいいのに、どこも悪くないのに、死んでしまう人がいます。その命を父の命と交換して

ほしかった。どうして、死んだ方が楽になれるなんて思ってしまうんだろう。残された人がどんなに

悲しむか知っていたら、あと数日しか生きられないとしたら、そんなふうに思うだろうか。 

僕は父が生きたかった分まで、精いっぱい生きていきたい。父は、きっと僕を見てくれています。

そうして、僕を励まし、勇気づけてくれています。｢しっかり生きろ！せいいっぱい生きろ！｣と。た

まにずるをしたり、だらけたりしてしまうけど、いつも見守ってくれている父に恥じないように、一

生懸命生きていきます。そして、僕自身も、父のように人を励まし、勇気づけることのできるような

人になりたいと思います。 

７月１５日(土)住之江区民ホ

ールで社会を明るくする運動

住之江区民大会が行われ、本

校生徒が表彰されました。作

文の部最優秀、林君｢今、生き

ているということ｣佳作、瀧上

さん(１年)｢社会を明るくす

るために大切なこと｣標語の

部優秀出田さん(３年)「SNS 

情報流出！！SOS」佳作田中

君｢すぐ行動 一日一善 い

い気持ち｣ 

１学期予定のすべての行事

を終えることができました。

保護者・地域の皆さま､あり

がとうございました。◇子ど

もたちは、長い夏休みが始ま

ります。この夏休みをどのよ

うに過ごすかで、今後の学校

生活や卒業後の進路に大き

な影響を与えます。時には、

生活のリズムが崩れて、心身

の健康を損ねる結果になっ

たりします。そして、そのま

まで２学期を迎えることに

なることが少なくありませ

ん。また、規則正しい生活の

もとで、子どもに学力の基礎

となる読書に励むようにし

たり、家族の一員として積極

的に家事を分担させたりし

ていただくよう皆さまのご

理解・ご協力をよろしくお

願いいたします。 


